
(57)【要約】

【課題】確実な止血を可能とする超音波切開凝固装置を

提供する。

【解決手段】生体組織に超音波振動を加えることにより

切除あるいは凝固する超音波切開凝固装置において、後

端部に連結された超音波発振源からの超音波振動を伝達

する超音波プローブの先端側に配置され、生体組織を把

持または切除する際の固定刃を構成する振動伝達部と、

振動伝達部に対向して生体組織を把持または切除する際

の可動刃を構成し、固定刃へ連結するための連結部を有

する可動部と、可動部を振動伝達部に対して開閉動作さ

せる開閉手段と、可動部に設けられ可動刃と固定刃との

間に挟持された生体組織から振動伝達部に付加された超

音波振動による凝固状態を検知する検知手段とを具備す

る。

【選択図】図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 体 組 織 に 超 音 波 振 動 を 加 え る こ と に よ り 切 除 あ る い は 凝 固 す る 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 に
お い て 、
　 後 端 部 に 連 結 さ れ た 超 音 波 発 振 源 か ら の 超 音 波 振 動 を 伝 達 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 側
に 配 置 さ れ 、 生 体 組 織 を 把 持 ま た は 切 除 す る 際 の 固 定 刃 を 構 成 す る 振 動 伝 達 部 と 、
　 前 記 振 動 伝 達 部 に 対 向 し て 生 体 組 織 を 把 持 ま た は 切 除 す る 際 の 可 動 刃 を 構 成 し 、 前 記 固
定 刃 へ 連 結 す る た め の 連 結 部 を 有 す る 可 動 部 と 、
　 前 記 可 動 部 を 前 記 振 動 伝 達 部 に 対 し て 開 閉 動 作 さ せ る 開 閉 手 段 と 、
　 前 記 可 動 部 に 設 け ら れ 、 前 記 可 動 刃 と 前 記 固 定 刃 と の 間 に 挟 持 さ れ た 生 体 組 織 か ら 前 記
振 動 伝 達 部 に 付 加 さ れ た 超 音 波 振 動 に よ る 凝 固 状 態 を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 検 知 手 段 に 生 体 組 織 の 抵 抗 値 ， 硬 度 ， イ ン ピ ー ダ ン ス ， 距 離 ， 色 ， 透 過 率 ， 臭 い ，
温 度 ， 歪 み ， 硬 さ あ る い は 厚 さ を 検 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 切 開
凝 固 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 検 知 手 段 と し て ２ 種 類 以 上 の 検 知 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
超 音 波 切 開 凝 固 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 検 知 手 段 か ら の 凝 固 検 知 信 号 を 受 け 凝 固 終 了 を 知 ら せ る 告 知 手 段 を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 を 加 え る こ と に よ っ て 生 体 組 織 の 切 除 あ る い は 凝 固 す る 超 音 波 切
開 凝 固 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 体 腔 内 に 細 長 の 挿 入 部 を 挿 入 す る こ と に よ り 、 体 腔 内 臓 器 な ど を 観 察 し た り 、 必
要 に 応 じ て 内 視 鏡 観 察 下 で 各 種 治 療 処 置 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 内 視 鏡 観 察 下 で 治 療 処 置 を 行 う 方 法 の 一 つ と し て 生 体 組 織 を 吸 着 あ る い は 把 持 し 、
こ の 吸 着 あ る い は 把 持 し て い る 部 材 に 超 音 波 振 動 を 加 え て 生 体 組 織 を 切 除 あ る い は 凝 固 す
る な ど の 処 置 を 行 う も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 特 開 平 ７ ― ２ ３ ９ ７ ４ 号 公 報 に は 超 音 波 処 置 時 の 組 織 接 合 状 態 を 処 置 中 に 検
出 し 、 よ り 適 切 な 組 織 結 合 を 行 う こ と の で き る 超 音 波 処 置 装 置 が 示 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 前 記 特 開 平 ７ － ２ ３ ９ ７ ４ 号 公 報 の 超 音 波 処 置 装 置 で は 、 生 体 組 織 へ の 印 可 エ
ネ ル ギ ー を 押 し つ け 力 量 、 振 幅 、 超 音 波 印 可 時 間 な ど か ら 算 出 し た も の で あ っ て 生 体 組 織
の 状 態 を 考 慮 し て い な い 。 す な わ ち 、 生 体 組 織 は 多 種 多 様 な 性 質 を 持 っ て い る の で 押 し つ
け 力 量 、 振 幅 、 超 音 波 印 可 時 間 な ど の ほ か に 温 度 ， 湿 度 な ど の 環 境 も 影 響 し て く る 。 こ の
た め 、 単 に 印 可 し た 超 音 波 エ ネ ル ギ ー を 検 出 す る だ け で は 適 切 に 生 体 組 織 が 凝 固 さ れ て い
る か 否 か を 判 断 す る こ と が で き な か っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 は 、 生 体 組 織 に 超 音 波 振 動 を 加 え る こ と に よ り 切 除 あ る い

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-110388 A 2006.4.27



は 凝 固 す る 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 に お い て 、 後 端 部 に 連 結 さ れ た 超 音 波 発 振 源 か ら の 超 音 波
振 動 を 伝 達 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 側 に 配 置 さ れ 、 生 体 組 織 を 把 持 ま た は 切 除 す る 際 の
固 定 刃 を 構 成 す る 振 動 伝 達 部 と 、 前 記 振 動 伝 達 部 に 対 向 し て 生 体 組 織 を 把 持 ま た は 切 除 す
る 際 の 可 動 刃 を 構 成 し 、 前 記 固 定 刃 へ 連 結 す る た め の 連 結 部 を 有 す る 可 動 部 と 、 前 記 可 動
部 を 前 記 振 動 伝 達 部 に 対 し て 開 閉 動 作 さ せ る 開 閉 手 段 と 、 前 記 可 動 部 に 設 け ら れ 、 前 記 可
動 刃 と 前 記 固 定 刃 と の 間 に 挟 持 さ れ た 生 体 組 織 か ら 前 記 振 動 伝 達 部 に 付 加 さ れ た 超 音 波 振
動 に よ る 凝 固 状 態 を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 生 体 組 織 が 凝 固 し た か 否 か を 検 知 手 段 で 確 認 し て 、 出 力 を 停 止 す る こ
と が で き る た め 確 実 な 止 血 が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ な い し 図 ３ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 の 概 略 構 成
を 示 す 説 明 図 、 図 ２ は 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 の 先 端 部 分 の 構 成 を 説 明 す る 分 解 斜 視 図 、 図 ３
は 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 の 先 端 部 分 の 作 用 を 説 明 す る 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 本 発 明 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 １ は 、 内 部 に 超 音 波 振 動 子 を 配 設 し た グ
リ ッ プ 部 ２ と 、 こ の グ リ ッ プ 部 ２ に 固 定 さ れ て い る 操 作 部 ３ と 、 前 記 グ リ ッ プ 部 ２ の 超 音
波 振 動 子 に 連 結 さ れ て 超 音 波 振 動 を 伝 達 す る 細 長 な 超 音 波 プ ロ ー ブ （ 以 下 プ ロ ー ブ と 略 記
） ４ と 、 こ の プ ロ ー ブ ４ を 被 覆 す る シ ー ス ５ と で 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 符 号 ６ は 前 記 プ
ロ ー ブ ４ の 先 端 に 配 設 さ れ る 固 定 刃 を 構 成 す る 振 動 伝 達 部 で あ り 、 符 号 ７ は 前 記 振 動 伝 達
部 ６ に 対 向 す る 可 動 刃 を 構 成 す る 可 動 部 で あ る 。 前 記 振 動 伝 達 部 ６ 及 び 可 動 部 ７ の 詳 細 は
後 述 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 前 記 シ ー ス ５ に は 断 面 形 状 が 略 円 形 の プ ロ ー ブ ４ が 挿 通 す る 円 形 形 状
の 内 孔 ５ ａ と こ の 内 孔 ５ ａ に 並 行 す る 断 面 形 状 が 略 台 形 形 状 の 開 閉 手 段 を 構 成 す る 摺 動 溝
５ ｂ と が 形 成 さ れ て い る 。 こ の シ ー ス ５ は 操 作 部 ３ を 操 作 す る こ と に よ っ て 長 手 方 向 に 進
退 自 在 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 シ ー ス ５ の 内 孔 ５ ａ を 挿 通 す る プ ロ ー ブ ４ の 先 端 部 に は 超 音 波 振 動 が 伝 達 さ れ て 振
動 す る 振 動 伝 達 部 ６ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 振 動 伝 達 部 ６ の 先 端 部 に は 生 体 組 織 を 確 実 に
把 持 す る た め の 凹 凸 部 を 備 え た 把 持 面 ６ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 振 動 伝 達 部 ６ の
略 中 央 部 に は 後 述 す る 可 動 部 ７ を 回 動 自 在 に 軸 支 す る た め の 嵌 合 凹 部 ６ ｂ が 形 成 さ れ て い
る 。 そ し て 、 前 記 把 持 面 ６ ａ と 嵌 合 凹 部 ６ ｂ と の 間 に は 可 動 部 ７ を 反 振 動 伝 達 部 側 に 付 勢
す る 開 閉 手 段 を 構 成 す る バ ネ ８ を 配 置 す る と 共 に 、 前 記 可 動 部 ７ の 側 面 を 挟 持 し て 可 動 部
７ の 把 持 面 ７ ａ と 前 記 振 動 伝 達 部 ６ の 把 持 面 ６ ａ と を 対 向 さ せ る ガ イ ド 部 ６ ｃ が 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 前 記 振 動 伝 達 部 ６ の 把 持 面 ６ ａ に 対 向 す る 把 持 面 ７ ａ を 形 成 し た 可 動 部 ７ の 後 端
部 に は 前 記 振 動 伝 達 部 ６ に 形 成 し た 嵌 合 凹 部 ６ ｂ に 嵌 入 す る 嵌 合 凸 部 ７ ｂ が 設 け ら れ て い
る 。 ま た 、 こ の 可 動 部 ７ に は 前 記 バ ネ ８ を 一 体 的 に 連 結 す る た め の 連 結 部 （ 不 図 示 ） が 設
け ら れ て い る 。 さ ら に 、 前 記 可 動 部 ７ の 上 部 に は 前 記 シ ー ス ５ に 形 成 し た 摺 動 溝 ５ ｂ に 当
接 し た 際 の 擦 り 合 わ せ 面 と な る 平 面 部 ７ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 可 動 部 ７ の 幅 寸
法 は 前 記 シ ー ス ５ に 形 成 し て あ る 摺 動 溝 ５ ｂ の 幅 寸 法 よ り 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、
前 記 平 面 部 ７ ｃ に は 前 記 シ ー ス ７ に 形 成 し た 摺 動 溝 ５ ｂ の 先 端 面 ５ ｃ が 当 接 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 前 記 可 動 部 ７ に 形 成 し た 嵌 合 凸 部 ７ ｂ 及 び 振 動 伝 達 部 ６ に 形 成 し た 嵌 合 凹 部 ６ ｂ
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の 長 手 方 向 に 直 交 す る 軸 で の 断 面 形 状 は 略 円 形 で あ り 、 前 記 嵌 合 凸 部 ７ ｂ を 嵌 合 凹 部 ６ ｂ
に 嵌 入 さ せ て 連 結 部 ９ を 構 成 す る こ と に よ っ て 、 前 記 可 動 部 ７ が 振 動 伝 達 部 ６ に 対 し て 連
結 部 ９ を 中 心 に 回 動 自 在 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 可 動 部 ７ は 、 開 閉 手 段 で あ る バ ネ ８ に よ っ て 反 振 動 伝 達 部 側 に 付 勢 さ れ る こ
と に よ っ て 開 状 態 に な っ て い る 。 一 方 、 前 記 可 動 部 ７ は 、 開 閉 手 段 で あ る シ ー ス ５ を 先 端
側 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て シ ー ス 先 端 面 ５ ｃ が 可 動 部 ７ の 平 面 部 ７ ｃ に 当 接 し て 付 勢 力
に 抗 し て 可 動 部 ７ を 押 圧 す る こ と に よ り 、 前 記 可 動 部 ７ を 連 結 部 ９ を 中 心 に 振 動 伝 達 部 側
に 回 転 さ せ て 閉 状 態 に す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 前 記 振 動 伝 達 部 ６ に ス パ ナ な ど を 配 置 す る た め の 二 面 幅 ６ ｄ を 形 成 し て 、 超 音
波 プ ロ ー ブ ４ か ら 振 動 伝 達 部 ６ が 容 易 に 着 脱 自 在 な 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 又 、 前 記 バ ネ ８ は 一 般 的 に は バ ネ 鋼 な ど 金 属 部 材 が 使 用 さ れ る が 、 シ リ コ ン ゴ ム な ど の
ゴ ム 系 部 材 の 弾 性 部 材 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 し た 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 １ の 作 用 を 説 明 す る 。  
　 図 ３ に 示 す よ う に 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 １ の 操 作 部 ３ を 操 作 す る こ と に よ り 、 シ ー ス ５ が
長 手 方 向 に 進 退 動 作 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま ず 、 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 １ の 操 作 部 ３ を 操 作 し て シ ー ス ５ を 前 方 に 移 動 さ せ て い く 。
す る と 、 シ ー ス ５ に 形 成 し た 摺 動 溝 ５ ｂ の 先 端 面 ５ ｃ が 可 動 部 ７ に 形 成 し て あ る 平 面 部 ７
ｃ に 当 接 す る 。 そ し て 、 前 記 シ ー ス ５ を さ ら に 前 方 に 移 動 さ せ 、 シ ー ス ５ の 先 端 面 ５ ｃ で
可 動 部 ７ の 平 面 部 ７ ｃ を 押 圧 し て 可 動 部 ７ の 把 持 面 ７ ａ を 連 結 部 ９ を 中 心 に し て 振 動 伝 達
部 ６ の 把 持 面 側 に 回 転 移 動 さ せ て 、 可 動 部 ７ と 振 動 伝 達 部 ６ と の 間 に 生 体 組 織 を 把 持 す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 こ の 状 態 で 、 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 １ の グ リ ッ プ 部 ２ の 内 部 に 配 設 さ れ て い る 超 音
波 振 動 子 を 振 動 さ せ る 。 前 記 超 音 波 振 動 子 で 発 生 し た 超 音 波 振 動 は 、 プ ロ ー ブ ４ を 伝 わ っ
て 振 動 伝 達 部 ６ に 伝 達 さ れ る 。 生 体 組 織 を 把 持 し た 状 態 の 振 動 伝 達 部 ６ に 超 音 波 振 動 が 伝
達 さ れ て 、 こ の 振 動 伝 達 部 ６ が 超 音 波 振 動 に よ っ て 摩 擦 熱 が 発 生 し 、 前 記 可 動 部 ７ と 振 動
伝 達 部 ６ と の 間 に 把 持 さ れ た 生 体 組 織 を 焼 灼 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 い で 、 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 １ の 操 作 部 ３ を 操 作 し て シ ー ス ５ を 後 方 に 移 動 さ せ て い く
。 す る と 、 シ ー ス ５ に 形 成 し た 摺 動 溝 ５ ｂ の 先 端 面 ５ ｃ が 可 動 部 ７ に 形 成 し て あ る 平 面 部
７ ｃ を 後 方 側 に 移 動 し て い く 。 こ の シ ー ス ５ の 先 端 面 ５ ｃ が 平 面 部 ７ ｃ の 後 方 側 に 移 動 し
て い く こ と に よ り 、 前 記 可 動 部 ７ を 押 圧 す る 押 圧 力 が 減 少 し 、 こ の 可 動 部 ７ と 振 動 伝 達 部
６ と の 間 に 配 設 さ れ て い る バ ネ ８ の 付 勢 力 に よ っ て 可 動 部 ７ の 把 持 面 ７ ａ が 連 結 部 ９ を 中
心 に 振 動 伝 達 部 ６ の 把 持 面 ６ ａ か ら 離 れ て い く よ う に 回 転 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 、 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 の 生 体 組 織 を 把 持 す る た め に 固 定 刃 を 構 成 す る 振 動 伝
達 部 に 可 動 刃 を 構 成 す る 可 動 部 を 連 結 部 を 介 し て 一 体 的 に 回 動 自 在 に 配 設 す る と 共 に 、 前
記 振 動 伝 達 部 に 対 す る 可 動 部 の 開 閉 を バ ネ 及 び シ ー ス の 進 退 動 作 に よ っ て 行 う こ と に よ り
、 リ ン ク 機 構 や カ ム 機 構 な ど ピ ン を 使 用 す る こ と 無 く 可 動 部 の 開 閉 を 行 う こ と が で き る 。
こ の こ と に よ り 、 振 動 伝 達 部 及 び 可 動 部 の 形 状 を 単 純 形 状 に し て 超 音 波 振 動 に よ る 疲 労 破
壊 の 起 き 難 い 、 且 つ 耐 久 性 の あ る 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 シ ー ス に 可 動 部 を 動 作 さ せ る た め の 作 動 ロ ッ ド を 挿 通 す る 細 径 の 長 孔 が 不 要 と な
る の で シ ー ス の 加 工 が 容 易 に な る ば か り で な く 、 シ ー ス 形 状 が 簡 略 化 さ れ て シ ー ス の 洗 滌
が 可 能 に な る の で 、 シ ー ス を 再 使 用 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 前 記 二 面 幅 ６ ｄ に レ ン チ を 当 て て 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 螺 合 固 定 を 緩 め て 超 音
波 プ ロ ー ブ ４ と 振 動 伝 達 部 ６ と の 固 定 を 解 除 し て 分 離 す る こ と が で き る よ う に す る こ と に
よ り 、 前 記 振 動 伝 達 部 ６ と し て 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う な 先 端 が 曲 が っ た タ イ プ の 振 動 伝
達 部 ６ Ａ と 可 動 部 ７ Ａ と に 交 換 す る こ と も で き る 。 そ の 他 の 構 成 は 前 記 実 施 形 態 と 同 様 で
あ り 、 同 部 材 に は 同 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 振 動 伝 達 部 及 び 可 動 部 を 交 換 す る 構 造 を 簡 単 に 実 現
で き る た め 、 １ つ の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 で 何 種 類 も の 超 音 波 処 置 を 行 う こ と が 可 能 に な る
の で 、 手 術 時 間 の 短 縮 及 び コ ス ト 低 減 の 効 果 が あ る 。 な お 、 前 述 の 交 換 可 能 な 振 動 伝 達 部
及 び 可 動 部 の 形 状 は 前 記 の も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ハ サ ミ 状 や ヘ ラ 状 な ど の 振 動
伝 達 部 及 び 可 動 部 な ど で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 の 先 端 部 分 の 他 の 構 成 を 説 明 す
る 分 解 斜 視 図 で あ る 。  
　 図 に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 １ Ｂ は 、 可 動 部 ７ Ｂ に ガ イ ド 部 １ １ を
設 け る 一 方 、 前 記 可 動 部 ７ Ｂ と 振 動 伝 達 部 ６ Ｂ と の 連 結 部 ９ を 可 動 部 ７ Ｂ に 形 成 し た 嵌 合
凹 部 １ ２ と 振 動 伝 達 部 ６ Ｂ に 形 成 し た 嵌 合 凸 部 １ ３ と で 構 成 し て 前 記 可 動 部 ７ Ｂ が 振 動 伝
達 部 ６ Ｂ に 対 し て 回 動 自 在 す る よ う に な っ て い る 。 そ の 他 の 構 成 及 び 作 用 は 前 記 実 施 形 態
と 同 様 で あ り 、 同 部 材 に は 同 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 嵌 合 凸 部 を 振 動 伝 達 部 側 に 形 成 す る 一 方 、 ガ イ ド 部 を 可 動 部 側 に 設 け る こ
と に よ り 、 振 動 伝 達 部 の 形 状 を 単 純 化 さ せ る こ と に よ り 、 超 音 波 振 動 に よ る 疲 労 破 壊 が 起
き 難 く 、 且 つ 、 耐 久 性 の あ る 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。 そ の 他 の 効 果
は 前 記 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 ６ は 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 の 先 端 部 分 の
別 の 構 成 を 説 明 す る 分 解 斜 視 図 、 図 ７ は 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 の 先 端 部 分 の 作 用 を 説 明 す る
図 で あ る 。  
　 図 ６ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 １ Ｃ は 、 振 動 伝 達 部 ６ Ｃ の 先 端 部 に
プ ロ ー ブ ４ の 外 径 寸 法 よ り 小 さ い 径 部 １ ５ を 設 け 、 こ の 径 部 １ ５ に バ ネ 部 １ ６ を 有 す る ク
リ ッ プ 部 １ ７ が 係 合 す る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 前 記 可 動 部 ７ Ｃ と 振 動 伝 達 部 ６ Ｃ
と の 連 結 部 を 構 成 す る こ と な く 、 前 記 可 動 部 ７ Ｃ に 一 体 的 に 設 け た バ ネ 部 １ ６ に 可 動 部 ７
Ｃ を 連 結 し て 、 前 記 可 動 部 ７ Ｃ が 振 動 伝 達 部 ６ Ｃ に 対 し て 動 作 す る よ う に し て い る 。 そ の
他 の 構 成 は 上 述 の 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 同 部 材 に は 同 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 さ れ て い る 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 １ Ｃ の 作 用 を 説 明 す る 。  
　 図 ７ に 示 す よ う に シ ー ス ５ を 先 端 側 に 移 動 す る と 、 シ ー ス ５ の 摺 動 溝 ５ ｂ の 先 端 面 ５ ｃ
が 可 動 部 ７ に 設 け て あ る 平 面 部 ７ ｃ に 当 接 し て こ の 可 動 部 ７ を 押 圧 す る 。 こ の こ と に よ り
可 動 部 ７ Ｃ が 振 動 伝 達 部 ６ Ｃ に 対 し て 閉 じ て い く 。 一 方 、 シ ー ス ５ を 後 方 側 に 移 動 さ せ る
と 、 先 端 面 ５ ｃ の 平 面 部 ７ ｃ を 押 圧 す る 力 が 減 少 し て バ ネ 部 １ ６ の 付 勢 力 に よ っ て 可 動 部
７ Ｃ が 振 動 伝 達 部 ６ Ｃ に 対 し て 開 い て い く 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 、 可 動 部 の 振 動 伝 達 部 に 対 す る 開 閉 動 作 を 、 連 結 部 を 形 成 す る こ と 無 く 行 う
よ う に す る こ と が で き る の で 、 振 動 伝 達 部 の 形 状 を よ り 単 純 化 し て 、 疲 労 破 壊 の 起 き 難 い
、 且 つ 耐 久 性 の あ る 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。 そ の 他 の 効 果 は 上 述 の
実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 と こ ろ で 、 特 開 平 ７ ― ２ ３ ９ ７ ４ 号 公 報 に は 超 音 波 処 置 時 の 組 織 接 合 状 態 を 処 置 中 に 検
出 し 、 よ り 適 切 な 組 織 結 合 を 行 う こ と の で き る 超 音 波 処 置 装 置 が 示 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し か し 、 前 記 特 開 平 ７ － ２ ３ ９ ７ ４ 号 公 報 の 超 音 波 処 置 装 置 で は 、 生 体 組 織 へ の 印 可 エ
ネ ル ギ ー を 押 し つ け 力 量 、 振 幅 、 超 音 波 印 可 時 間 な ど か ら 算 出 し た も の で あ っ て 生 体 組 織
の 状 態 を 考 慮 し て い な い 。 す な わ ち 、 生 体 組 織 は 多 種 多 様 な 性 質 を 持 っ て い る の で 押 し つ
け 力 量 、 振 幅 、 超 音 波 印 可 時 間 な ど の ほ か に 温 度 ， 湿 度 な ど の 環 境 も 影 響 し て く る 。 こ の
た め 、 単 に 印 可 し た 超 音 波 エ ネ ル ギ ー を 検 出 す る だ け で は 適 切 に 生 体 組 織 が 凝 固 さ れ て い
る か 否 か を 判 断 す る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ こ で 、 図 ８ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 ２ ０ は 、 内 部 に 超 音 波 振 動
子 を 配 設 し た グ リ ッ プ 部 ２ １ と 、 前 記 超 音 波 振 動 子 に 連 結 し 先 端 側 に 固 定 刃 部 ２ ２ を 有 し
、 こ の 固 定 刃 部 ２ ２ に 超 音 波 振 動 を 伝 達 す る プ ロ ー ブ ２ ３ と 、 こ の プ ロ ー ブ ２ ３ の 先 端 側
の 固 定 刃 部 ２ ２ に 対 向 す る 可 動 刃 部 ２ ４ と 、 こ の 可 動 刃 部 ２ ４ を 開 閉 さ せ る 操 作 部 ２ ５ と
で 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 可 動 刃 部 ２ ４ に は 生 体 組 織 の 凝 固 状 態 を 抵 抗 値 ， 硬 度 ， イ
ン ピ ー ダ ン ス ， 距 離 ， 色 ， 透 過 率 ， 臭 い ， 温 度 ， 歪 み ， 圧 力 あ る い は 厚 さ な ど で 検 知 す る
検 知 手 段 ２ ６ が 設 け て あ る 。 さ ら に 、 前 記 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 ２ ０ に 電 力 の 供 給 を 行 う 装
置 本 体 ２ ７ に は 前 記 可 動 刃 部 ２ ４ に 設 け た 検 知 手 段 ２ ６ か ら 送 ら れ る 検 知 信 号 に よ っ て 生
体 組 織 の 凝 固 完 了 な ど を 告 知 す る 表 示 手 段 ２ ８ 及 び 音 声 告 知 手 段 ２ ９ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 ２ ０ の 作 用 を 説 明 す る 。  
　 可 動 刃 部 ２ ４ と プ ロ ー ブ 先 端 の 固 定 刃 部 ２ ２ と の 間 に 生 体 組 織 を 挟 み 、 超 音 波 振 動 を プ
ロ ー ブ ２ ３ を 介 し て 固 定 刃 部 ２ ２ に 付 加 す る 。 す る と 、 こ の 超 音 波 振 動 に よ っ て 発 生 す る
摩 擦 熱 で 生 体 組 織 が 凝 固 さ れ て い く 。 こ の と き 、 生 体 組 織 の 凝 固 状 態 を 検 知 手 段 ２ ６ に よ
っ て 検 査 す る 。 す な わ ち 、 検 知 手 段 ２ ６ に よ っ て 十 分 な 止 血 が で き る 程 度 に 凝 固 し た と 検
知 さ れ た な ら 、 装 置 本 体 ２ ７ の 表 示 手 段 ２ ８ に “ Ｏ Ｋ ” あ る い は “ 凝 固 完 了 ” な ど の 文 字
表 示 が な さ れ る と 共 に 、 音 声 告 知 手 段 ２ ９ か ら 完 了 音 を 発 生 さ せ る 。 こ れ ら の 表 示 や 音 を
受 け て 術 者 は 出 力 を 停 止 さ せ る 。 な お 、 検 知 手 段 か ら の 信 号 を 受 け て 自 動 的 に 出 力 を 停 止
す る よ う に す る こ と も 容 易 に 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 生 体 組 織 が 凝 固 し た か 否 か を 検 知 手 段 で 確 認 し て 、 出 力 を 停 止 す る こ と が
で き る た め 確 実 な 止 血 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 図 ９ に 示 す よ う に 可 動 刃 部 ２ ４ に 例 え ば 、 色 に よ っ て 検 知 を 行 う 検 知 手 段 ２ ６ ａ
及 び 硬 度 に よ っ て 検 知 を 行 う 検 知 手 段 ２ ６ ｂ の ２ 種 類 の 検 知 手 段 ２ ６ を 設 け る こ と に よ っ
て 、 ２ つ の 検 知 手 段 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ が 検 知 し た と き 告 知 す る よ う に し た り 、 あ る い は ど ち
ら か 一 方 の 検 知 手 段 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ が 検 知 し た と き に 告 知 す る よ う に す る こ と が で き る 。
す な わ ち 、 ２ つ の 検 知 手 段 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ が 検 知 し た と き 告 知 す る よ う に す る こ と に よ り
、 よ り 確 実 な 凝 固 が 可 能 に あ る 。 ま た 、 ２ つ の 検 知 手 段 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ の う ち 少 な く と も
ど ち ら か 一 方 の 検 知 手 段 が 検 知 し た と き 告 知 す る よ う に す る こ と に よ り 、 過 度 の 凝 固 を 防
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 装 置 本 体 ２ ７ に
画 像 形 成 手 段 と 画 像 混 合 手 段 と を 設 け 、 前 記 装 置 本 体 ２ ７ を モ ニ タ ー ３ ０ に 接 続 し て 画 像
信 号 が 送 ら れ る よ う に な っ て い る 。 一 方 、 前 記 モ ニ タ ー ３ ０ に は Ｃ Ｃ Ｕ ３ １ 及 び 内 視 鏡 ３
２ が 接 続 さ れ て 、 モ ニ タ ー ３ ０ に は 内 視 鏡 画 像 が 表 示 さ れ る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち
、 内 視 鏡 観 察 下 で 凝 固 処 置 が 行 え る よ う に な っ て い る 。 こ の と き 、 凝 固 が 完 了 し た こ と を
知 ら せ る 検 知 信 号 は 、 装 置 本 体 ２ ７ を 介 し て モ ニ タ ー ３ ０ に 送 ら れ 、 モ ニ タ ー 画 面 上 に 凝
固 完 了 を 知 ら せ る 凝 固 完 了 マ ー ク ３ ３ を 表 示 す る 。 こ の こ と に よ り 、 術 者 は 、 手 術 中 モ ニ
タ ー を 見 て い る た め 、 内 視 鏡 画 像 上 に 表 示 さ れ る 凝 固 完 了 マ ー ク ３ ３ を み て 凝 固 完 了 を 確
実 に 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 ま た 、 検 知 手 段 を 用 い る 代 わ り に 以 下 の よ う に 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 を 構 成 す る こ と に 凝
固 状 態 を 確 認 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 可 動 部 ４ １ を フ レ ー ム 部 材 ４ ２ と 、 可 動 部 材 ４ ３ と で 構 成 し 、 前 記
可 動 部 材 ４ ３ を フ レ ー ム 部 材 ４ ２ に 取 り 付 け 自 在 に す る 。 前 記 フ レ ー ム 部 材 ４ ２ は 、 例 え
ば ス テ ン レ ス 鋼 や チ タ ン な ど の 金 属 部 材 あ る い は セ ラ ミ ッ ク あ る い は ポ リ サ ル ホ ン 、 ポ リ
イ シ ド 、 ポ リ エ ー テ ル イ ミ ド 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン サ ル フ ィ ド な ど の 樹 脂 部 材 で 形 成 さ れ る 。
ま た 、 可 動 部 材 ４ ３ は 、 ガ ラ ス 、 あ る い は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ア ク リ ル な ど 透 明 度 の 高 い
透 明 樹 脂 材 料 、 ま た は 多 少 透 明 度 は 落 ち る が ポ リ サ ル ホ ン な ど の 半 透 明 材 料 で 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の た め 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 例 え ば 生 体 組 織 Ｘ を 、 可 動 部 ４ １ と 超 音 波 プ ロ ー ブ （ 不
図 示 ） と の 間 に 挟 む と 、 透 明 な 可 動 部 材 ４ ３ を 通 し て 挟 ま れ た 生 体 組 織 Ｘ を 透 か し て 見 る
こ と が で き る 。 そ し て 、 超 音 波 振 動 を 付 加 し た と き の 生 体 組 織 Ｘ の 変 化 Ｙ も 透 明 な 可 動 部
材 ４ ３ を 通 し て 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 従 っ て 、 生 体 組 織 の 変 化 を 内 視 鏡 観 察 下 な ど で 確 認 し な が ら 超 音 波 振 動 の 出 力 調 整 を 行
う こ と が で き る の で 、 常 に 最 適 な 焼 灼 を 確 実 に 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 可 動 部 ４ １ を 、 可 動 部 材 ４ ３ に リ ン ク 部 材 ４ ４ を イ ン サ ー ト
成 形 し て 形 成 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 可 動 部 全 体 を 透 明 部 材 で 作 る よ う に し て も よ
い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ［ 付 記 ］
　 １ ． 後 端 部 の 超 音 波 発 振 源 に 連 結 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ に 超 音 波 振 動 を 伝 達 し て 生 体 組
織 を 切 除 あ る い は 凝 固 す る 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 側 に
配 置 さ れ て 生 体 組 織 を 把 持 ま た は 切 除 す る 際 の 固 定 刃 を 構 成 す る 振 動 伝 達 部 と 、 こ の 振 動
伝 達 部 に 対 向 し て 前 記 振 動 伝 達 部 に 配 設 さ れ 、 生 体 組 織 を 把 持 ま た は 切 除 す る 際 の 可 動 刃
を 構 成 し 、 前 記 固 定 刃 へ 連 結 す る た め の 連 結 部 を 有 す る 可 動 部 と 、 前 記 可 動 部 を 前 記 振 動
伝 達 部 に 対 し て 開 閉 動 作 さ せ る 開 閉 手 段 と を 具 備 す る 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ２ ． 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 側 に 位 置 す る 振 動 伝 達 部 に 配 設 さ れ る 可 動 部 が 前 記 振 動
伝 達 部 に 対 し て 着 脱 自 在 で あ る 付 記 １ 記 載 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ３ ． 前 記 開 閉 手 段 は 、 前 記 可 動 部 を 反 振 動 伝 達 部 側 に 付 勢 す る 弾 性 部 材 と 、 前 記 超 音 波
プ ロ ー ブ を 覆 っ て 長 手 方 向 に 進 退 自 在 な シ ー ス で あ る 付 記 １ 記 載 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ４ ． 前 記 振 動 伝 達 部 は 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に 対 し て 着 脱 可 能 で あ る 付 記 １ 記 載 の 超 音 波
切 開 凝 固 装 置 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ５ ． 生 体 組 織 に 超 音 波 振 動 を 加 え る こ と に よ り 切 除 あ る い は 凝 固 す る 超 音 波 切 開 凝 固 装
置 に お い て 、 後 端 部 に 連 結 さ れ た 超 音 波 発 振 源 か ら の 超 音 波 振 動 を 伝 達 す る 超 音 波 プ ロ ー
ブ の 先 端 側 に 配 置 さ れ 、 生 体 組 織 を 把 持 ま た は 切 除 す る 際 の 固 定 刃 を 構 成 す る 振 動 伝 達 部
と 、 前 記 振 動 伝 達 部 に 対 向 し て 生 体 組 織 を 把 持 ま た は 切 除 す る 際 の 可 動 刃 を 構 成 し 、 前 記
固 定 刃 へ 連 結 す る た め の 連 結 部 を 有 す る 可 動 部 と 、 前 記 可 動 部 を 前 記 振 動 伝 達 部 に 対 し て
開 閉 動 作 さ せ る 開 閉 手 段 と 、 生 体 組 織 の 凝 固 状 態 を 検 知 す る 検 知 手 段 を 具 備 す る 超 音 波 切
開 凝 固 装 置 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ６ ． 前 記 検 知 手 段 に 生 体 組 織 の 抵 抗 値 ， 硬 度 ， イ ン ピ ー ダ ン ス ， 距 離 ， 色 ， 透 過 率 ， 臭
い ， 温 度 ， 歪 み ， 硬 さ あ る い は 厚 さ な ど を 検 知 す る 付 記 ５ 記 載 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ７ ． 前 記 検 知 手 段 を 前 記 可 動 部 に 設 け て い る 付 記 ５ 記 載 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ８ ． 前 記 検 知 手 段 と し て ２ 種 類 以 上 の 検 知 手 段 を 設 け た 付 記 ５ 記 載 の 超 音 波 切 開 凝 固 装
置 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ９ ． 前 記 検 知 手 段 か ら の 凝 固 検 知 信 号 を 受 け 凝 固 終 了 を 知 ら せ る 告 知 手 段 を 設 け た 付 記
５ 記 載 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
１ ０ ． 前 記 告 知 手 段 が 音 声 手 段 で あ る 付 記 ９ 記 載 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
１ １ ． 前 記 告 知 手 段 が 表 示 手 段 で あ る 付 記 ９ 記 載 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
１ ２ ． 前 記 可 動 部 が 透 明 部 材 で 形 成 さ れ る 付 記 ５ 記 載 の 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ な い し 図 ３ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は 　 　 　 　 　 超 音 波 切 開 凝
固 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ２ 】 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 の 先 端 部 分 の 構 成 を 説 明 す る 分 解 斜 視 図
【 図 ３ 】 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 の 先 端 部 分 の 作 用 を 説 明 す る 拡 大 図 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 の 先 端 部 分 の 構 成 を 説 　 　 　 　
　 明 す る 分 解 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 の 先 端 部 分 の 他 の 構 成 　 　 　 　
　 を 説 明 す る 分 解 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 図 ６ 及 び 図 ７ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 ６ は 　 　 　 　 　 超 音 波 切 開 凝 固
装 置 の 先 端 部 分 の 別 の 構 成 を 説 明 す る 分 解 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 の 先 端 部 分 の 作 用 を 説 明 す る 図 。
【 図 ８ 】 生 体 組 織 の 凝 固 状 態 を 検 知 す る 検 知 手 段 を 備 え た 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 　 　 　 　 　
の 概 略 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ９ 】 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 部 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ０ 】 生 体 組 織 の 凝 固 状 態 を 検 知 す る 検 知 手 段 を 備 え た 超 音 波 切 開 凝 固 装 　 　 　 　 　
　 置 の 他 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 １ １ 】 超 音 波 プ ロ ー ブ 先 端 部 の 可 動 部 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ 】 可 動 部 の 作 用 を 示 す 説 明 図
【 図 １ ３ 】 可 動 部 の 別 の 構 成 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 　 １ … 超 音 波 切 開 凝 固 装 置 　
　 　 ４ … 超 音 波 プ ロ ー ブ 　
　 　 ５ … シ ー ス 　
　 　 ６ … 振 動 伝 達 部 　
　 　 ７ … 可 動 部 　
　 　 ８ … バ ネ 　
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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IPC分类号 A61B18/00

FI分类号 A61B17/36.330 A61B17/32.510

F-TERM分类号 4C060/JJ17 4C060/JJ25 4C160/JJ17 4C160/JJ46 4C160/KL03 4C160/KL06 4C160/MM32 4C160
/NN09 4C160/NN12

代理人(译) 伊藤 进

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够实现可靠血液止血的超声波切割促凝血装
置。 ŽSOLUTION：在通过对生物组织施加超声波振动进行消融或凝固
的超声波切割促凝血装置中，振动传递部件放置在超声波探头的末端
侧，以将超声波振动从连接到后端部分的超声波振动源传递到构成用于
抓握或消融的固定刀片，面向振动传递部分的可移动部分，具有与固定
刀片连接的连接部分，以构成用于抓取或消融生物组织的可动刀片，打
开/关闭装置打开/关闭可动部分抵靠振动传递部分，以及检测装置，用于
通过从设置在可动部分上的可动刀片和固定部分之间的生物组织施加到
振动传递部分的超声振动来检测凝固状态。 Ž
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